
















政策を取り巻く環境における３つの変化 1-2.政策立案手法に関する海外先行研究の調査

近代の社会問題の「複雑性」。より様々な人々の価値観やニーズが広がっていく「多様性」。そして著しい速度で社会が変化すること

で生まれる「不確実性」。こうしたキーワードに代表される外部環境の変化も、政策立案に大きな影響を与えています。
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「複雑性」
厄介な課題の増加

「多様性」
国民の価値観や
需要の多様化

「不確実性」
社会変化速度の加速

例）急速なテクノロジーの発展、グローバル化、

スマートフォンの浸透など

特徴）既存の産業や雇用構造の大きな変化や、

グローバル化の進展などによって、過去の政策

で対応することが難しくなり、政策の対象や意

図の見直しなどの迅速な対応が求められる

例）超高齢化、人口減少、環境問題など

特徴）課題が多面性を有しており、特定のステ

ークホルダーにとっての解決策が、別のステー

クホルダーにとっては新たな課題を生み出して

しまうため、中長期目線で多方面の関係者との

調整を行いながら取り組みを進めることが求め

られる

例）女性の社会進出、ジェンダー、多文化共生

など

特徴）従来の政策にはない新しいニーズや課題

が生じたり、企業や市民団体などの組織も、社

会的責任や地域貢献などを重視するなど、多様

なニーズが顕在化



外部環境の変化による課題を解決する３つの要素 1-2.政策立案手法に関する海外先行研究の調査

著しく変化する社会や外部環境に対応するためにはどうすればいいか。海外の政策づくりにおけるトレンド調査を通じ、政策づくりに

おいて重要な3つの要素が存在することが見えてきました。
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真の課題を
問い直す

多様な人に
共感し届ける

実験し
改善し続ける

時代の変化を捉え、意図する政策の成果を出す

ためには、実験による検証を繰り返すことが重

要。そこから得た学びを通して、より確度の高

い政策を提供する。

中長期的な視点（ビジョン）を設定しながら、

厄介な問題に対して、多様な視点を掛け合わせ

て相互に依存する仕組みを理解し、政策により

解決すべき本質的な課題の再定義から始める。

多様なニーズに耳を傾け、政策が対象とする人

や組織が本当に困っていることや求めているこ

とを深く理解し、政策に反映。本当に届けたい

人から共感される伝達を大切にする。

複雑性に対して... 多様性に対して... 不確実性に対して...







これからの政策形成に必要とされるスキル・アプローチ 1-2.政策立案手法に関する海外先行研究の調査

これからの政策立案者に求められる新しいスキルや手法について、以下のように整理しました。デザインアプローチに限らず、人に寄

り添う政策立案のスキルや手法を柔軟に取り入れることが重要だと、私たちは考えます。
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スキル・アプローチ 定義 手法分類

共創 多様な立場のステークホルダーと協業しながら、ともに新しい価値を生み出していく手法 デザインアプローチ

プロトタイプ
製品の原型あるいは試作品のこと。これを提供することで、エンドユーザーの意見や要求を明確にし、製品
の品質改善を図ることが可能

デザインアプローチ

ユーザーテスト
ユーザー中心設計のインタラクションデザインの文脈で、ある製品を評価するために実際にユーザーにその
製品を試してもらう手法

デザインアプローチ

インタビュー・探索型リサーチ 相手との信頼関係を構築しながら、深いニーズを探っていく手法 デザインアプローチ

実験
混沌とした実験環境下で複数の従属変数を同時に取り扱いながら、起きる現象を複眼的に観察し、次の実践
に直接役立つような情報・知見を得る手法

EBPM / デザインアプローチ

文献調査・データ分析 文献・データ・学術論文などを収集し、情報を整理し、分析する手法 EBPM

デザインスプリント
5日間でデザイン、プロトタイピング、ユーザーへのアイデア検証を行い、ビジネス上の問題に答えを出す手
法

アジャイル手法

リーンプロジェクトマネジメント プロジェクトの各フェーズで無駄を省くことにより、顧客にとっての価値を高める手法 アジャイル手法







教育コンテンツワークシートの内容 1-3.教育コンテンツの作成

本プログラムの学びをより実践的に活用してもらうため、それぞれのプログラムに対しワークシートを作成。受講者が自らの政策づく

りに携わる際にも活用できるツールの提供を目指しました。
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章 章のゴール ワーク内容

１章 探索
〜未来を探索する〜

VUCAな社会の中で、さまざまな兆しを統合的に捉えながら、未来
起点で考えられるようになる。

・現在、3年後、5年後、10年後の兆しをリサーチ
・それらを統合的に捉えた時に、導かれる未来シナリオの仮説作りをする
（ビジュアル・文字）

2章 問い
〜問いは人への共感から〜

本質的な問いの重要性と問いの立て方を理解する
また、ステークホルダーへ共感しインサイトを発見するためのデ
ザインリサーチの取り組み方を知る。

・担当する政策の想定ユーザーが普段見ていることや考えていること、行動
や願望などを、具体性を持って書き出し、その中から潜在的な課題を気づき
として特定する(コンテクストマップ)
・その特定したユーザーに対して何をどうすれば、その課題が解決されるの
か、問いを立てる(How Might We Question)

３章 共創
〜多様な人と共に政策を〜

政策立案のステークホルダーは省内、他省庁、地域企業など、多
岐にわたることを理解する。
また、意味のある共創とは何かを学ぶ。

担当する政策を真ん中に置き、その政策により誰が誰に、どういう目的で、
どの手段を通じて、どのような価値交換をもたらすのかを整理する。

4章 改善
〜政策のプロトタイピング〜

プロトタイプの意味や意義を理解する。
また、立案の早い段階でアイディアを試すことで小さく安全に失
敗し、正しい学びを得、より使われる政策になることを理解する。

２章で設定した問いを起点にアイディア出しをする。
そのアイディアのコンセプトや、もたらすインパクトを書き出す。
具体的体験をスケッチで示して他の人に共有し、活用する価値があるか、想
定した結果が出ると思うかを、その理由と合わせてヒアリングする。

5章 実装
〜政策を人に届ける〜

受け手の共感を生む伝え方とは何か、その要素は何かを理解する。

自分が立案した政策を発表する広報発表資料を作成する。
読み手に何を一番伝えたいのか、それを受け取る人にとって一番の価値はを
端的に表現する。
実際に、記者会見をするつもりで他の人に発表し、わかりやすさ、価値の伝
達、共感性などを確認する。



2-1.政策デザインによる変化を目指したプロセス（経済社会政策室）

経済社会政策室では、女性の活躍を

推進する政策を含む多数の政策を実施

し、一定の成果を上げていました。し

かしながら、ジェンダーに限らず真の

多様性を実現するための転換期にある

中、今後の政策においてどのような方

向性を目指し、どう進んでいくべきか

という課題感が生じていました。

このような課題に対応するため、目

指す社会像を解像度高く定義し、その

ビジョンに沿った方針を検討するため

のツールを作成することを、今年度の

ゴールとして設定しました。
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背景

● 企業を対象とした女性活躍推進に一

定の成果

● 今後のダイバーシティを推進してい

くために、何を目指してどう走るの

だろうか？という問い

ゴール設定

● 目指す社会像（ビジョン）の解像度

をあげる

● ビジョンに対する走り方を検討する

ツール作成

伴走支援のゴール設定







伴走支援領域案と今年度のゴール設定 2-1.政策デザインによる変化を目指したプロセス（技術・人材協力課）

技術・人材協力課では特に高度外国

人材に関する政策にフォーカスし、伴

走支援を行いました。背景には、高度

外国人材を活用しきれていない企業に

おいて、採用や活躍に関するハードル

が高いという課題感があります。企業

がもつイメージを払拭するため、政策

意図を再設定したうえで、コミュニケ

ーションのあり方の設計、プロトタイ

プの作成を伴走支援のゴールに設定し

ました。
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背景

● 高度外国人材の政策に焦点

● まだ高度外国人材の活躍が進んでい

ない企業にとっては、採用して活躍

してもらうのが難しいというイメー

ジも

ゴール設定

● 高度外国人材政策の意図の再設定

● ビジョンに近づくコミュニケーショ

ンのあり方を検討、作成







伴走支援2-1から見えた今後の課題 2-1.政策デザインによる変化を目指したプロセス

経済社会政策室および技術・人材協力課の伴走支援において、ターゲットを定義したうえで、ユーザーリサーチを行い、新たなコミュ

ニケーション機会を検討しました。一方で次のような課題も見えてきました。
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ユーザー動線と
その課題の解像度を高める

リサーチ

情報・施策
伝え方等の

サービス再設計
実装・検証

再設計されたサービスを具体的に実装して、対

象となる企業に使ってもらい、フィードバック

を得ながら改善していくことで、よりよい政策

へと繋がると考えられる。

今年度は2件のインタビューを通じてユーザー動

線の全体像と特定のステップでの課題を深く理

解することに注力した。ただし、政策フロー全

体における各ステップの課題を抽出するために

は、対象者の数と幅が充分ではないため、今後

より包括的に課題を理解するリサーチの可能性

が考えられる。

今後のリサーチで明らかになる課題を解消する

情報設計、施策検討、伝え方などを再設計をす

る余地があると考えられる。例えば、今年度１

件のインタビュー対象者から、海外人材を採用

するための手続きの分断や煩雑さが課題に挙げ

られており、こうした課題を解決するサービス

設計の可能性として考えられる。
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2021年度は6つの国・地域のリサーチを実施 1-1.これまでのあゆみ

2021年度は、政府や行政機関の中に政策デザインを推進する専門組織のある国や地域の中から、6つの国や地域をピックアップし、効

果的な政策デザインに向けて、どのような組織がどのような取組を行っているのかリサーチを実施しました。
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※政府や行政機関の中に政策デザインを推進する専門組織のある主な国や地域。2021年度、JAPAN+Dでは赤丸の国や地域にリサーチを行った
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「複雑性」
厄介な課題の増加

「多様性」
国民の価値観や
需要の多様化

「不確実性」
社会変化速度の加速

例）急速なテクノロジーの発展、グローバル化、

スマートフォンの浸透など

特徴）既存の産業や雇用構造の大きな変化や、

グローバル化の進展などによって、過去の政策

で対応することが難しくなり、政策の対象や意

図の見直しなどの迅速な対応が求められる

例）超高齢化、人口減少、環境問題など

特徴）課題が多面性を有しており、特定のステ

ークホルダーにとっての解決策が、別のステー

クホルダーにとっては新たな課題を生み出して

しまうため、中長期目線で多方面の関係者との

調整を行いながら取り組みを進めることが求め

られる

例）女性の社会進出、ジェンダー、多文化共生

など

特徴）従来の政策にはない新しいニーズや課題

が生じたり、企業や市民団体などの組織も、社

会的責任や地域貢献などを重視するなど、多様

なニーズが顕在化





外部環境の変化による課題を解決する３つの要素 1-2.政策立案手法に関する海外先行研究の調査
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おいて重要な3つの要素が存在することが見えてきました。

14

真の課題を
問い直す
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時代の変化を捉え、意図する政策の成果を出す

ためには、実験による検証を繰り返すことが重

要。そこから得た学びを通して、より確度の高

い政策を提供する。

中長期的な視点（ビジョン）を設定しながら、

厄介な問題に対して、多様な視点を掛け合わせ

て相互に依存する仕組みを理解し、政策により

解決すべき本質的な課題の再定義から始める。

多様なニーズに耳を傾け、政策が対象とする人

や組織が本当に困っていることや求めているこ

とを深く理解し、政策に反映。本当に届けたい

人から共感される伝達を大切にする。
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り添う政策立案のスキルや手法を柔軟に取り入れることが重要だと、私たちは考えます。

17

スキル・アプローチ 定義 手法分類

共創 多様な立場のステークホルダーと協業しながら、ともに新しい価値を生み出していく手法 デザインアプローチ

プロトタイプ
製品の原型あるいは試作品のこと。これを提供することで、エンドユーザーの意見や要求を明確にし、製品
の品質改善を図ることが可能
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ユーザー中心設計のインタラクションデザインの文脈で、ある製品を評価するために実際にユーザーにその
製品を試してもらう手法
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インタビュー・探索型リサーチ 相手との信頼関係を構築しながら、深いニーズを探っていく手法 デザインアプローチ

実験
混沌とした実験環境下で複数の従属変数を同時に取り扱いながら、起きる現象を複眼的に観察し、次の実践
に直接役立つような情報・知見を得る手法

EBPM / デザインアプローチ

文献調査・データ分析 文献・データ・学術論文などを収集し、情報を整理し、分析する手法 EBPM

デザインスプリント
5日間でデザイン、プロトタイピング、ユーザーへのアイデア検証を行い、ビジネス上の問題に答えを出す手
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教育コンテンツワークシートの内容 1-3.教育コンテンツの作成

本プログラムの学びをより実践的に活用してもらうため、それぞれのプログラムに対しワークシートを作成。受講者が自らの政策づく

りに携わる際にも活用できるツールの提供を目指しました。
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章 章のゴール ワーク内容

１章 探索
〜未来を探索する〜

VUCAな社会の中で、さまざまな兆しを統合的に捉えながら、未来
起点で考えられるようになる。

・現在、3年後、5年後、10年後の兆しをリサーチ
・それらを統合的に捉えた時に、導かれる未来シナリオの仮説作りをする
（ビジュアル・文字）

2章 問い
〜問いは人への共感から〜

本質的な問いの重要性と問いの立て方を理解する
また、ステークホルダーへ共感しインサイトを発見するためのデ
ザインリサーチの取り組み方を知る。

・担当する政策の想定ユーザーが普段見ていることや考えていること、行動
や願望などを、具体性を持って書き出し、その中から潜在的な課題を気づき
として特定する(コンテクストマップ)
・その特定したユーザーに対して何をどうすれば、その課題が解決されるの
か、問いを立てる(How Might We Question)

３章 共創
〜多様な人と共に政策を〜

政策立案のステークホルダーは省内、他省庁、地域企業など、多
岐にわたることを理解する。
また、意味のある共創とは何かを学ぶ。

担当する政策を真ん中に置き、その政策により誰が誰に、どういう目的で、
どの手段を通じて、どのような価値交換をもたらすのかを整理する。

4章 改善
〜政策のプロトタイピング〜

プロトタイプの意味や意義を理解する。
また、立案の早い段階でアイディアを試すことで小さく安全に失
敗し、正しい学びを得、より使われる政策になることを理解する。

２章で設定した問いを起点にアイディア出しをする。
そのアイディアのコンセプトや、もたらすインパクトを書き出す。
具体的体験をスケッチで示して他の人に共有し、活用する価値があるか、想
定した結果が出ると思うかを、その理由と合わせてヒアリングする。

5章 実装
〜政策を人に届ける〜

受け手の共感を生む伝え方とは何か、その要素は何かを理解する。

自分が立案した政策を発表する広報発表資料を作成する。
読み手に何を一番伝えたいのか、それを受け取る人にとって一番の価値を端
的に表現する。
実際に、記者会見をするつもりで他の人に発表し、わかりやすさ、価値の伝
達、共感性などを確認する。



教育コンテンツワークシートの内容 1-3.教育コンテンツの作成

実際のワークシート例（1章「未来シナリオ」, 2章「HOW MIGHT WE QUESTION」抜粋）

21



経済産業省内の取り組み 1-3.教育コンテンツの作成

JAPAN+Dはオンラインの学習コンテンツに加え、研修においても学習機会を提供しました。これまで、新人研修・2年目研修・係長研

修などで、経済産業省の行政職員が実際に政策デザインのアプローチや考え方への学びを深めています。
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行政職員向け研修（新人研修）の様子











ゴール設定 2-1.政策デザインによる変化を目指したプロセス（経済社会政策室）

経済社会政策室では、女性の活躍を

推進する政策を含む多数の政策を実施

し、一定の成果を上げていました。し

かしながら、ジェンダーに限らず真の

多様性を実現するための転換期にある

中、今後の政策においてどのような方

向性を目指し、どう進んでいくべきか

という課題感が生じていました。

このような課題に対応するため、目

指す社会像を解像度高く定義し、その

ビジョンに沿った方針を検討するため

のツールを作成することを、今年度の

ゴールとして設定しました。
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背景

● 企業を対象とした女性活躍推進に一

定の成果

● 今後のダイバーシティを推進してい

くために、何を目指してどう走るの

だろうか？という問い

ゴール設定

● 目指す社会像（ビジョン）の解像度

をあげる

● ビジョンに対する走り方を検討する

ツール作成





STEP①中長期ビジョンの作成 2-1.政策デザインによる変化を目指したプロセス（経済社会政策室）

ビジョンを策定する上での最大の課

題は、ダイバーシティという抽象的な

概念に対して、共通しているゴールイ

メージはあるものの、より解像度を高

めたうえで、共通認識を形成すること

でした。そこで当時、経済社会政策室

から3名のメンバーが参加し、それぞれ

が考える年表形式のロードマップを発

想しました。 1年後、3年後、5年後、

10年後と、世の中の状況や認識がどの

ように変わっていくか、何を達成して

いるか、その背景にある政策など、未

来を描いて対話を重ねました。
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プロセス：年表形式のロードマップ 目指す姿















伴走支援領域案と今年度のゴール設定 2-1.政策デザインによる変化を目指したプロセス（技術・人材協力課）

技術・人材協力課では特に高度外国

人材に関する政策にフォーカスし、伴

走支援を行いました。背景には、高度

外国人材を活用しきれていない企業に

おいて、採用や活躍に関するハードル

が高いという課題感があります。企業

がもつイメージを払拭するため、政策

意図を再設定したうえで、コミュニケ

ーションのあり方の設計、プロトタイ

プの作成を伴走支援のゴールに設定し

ました。
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背景

● 高度外国人材の政策に焦点

● まだ高度外国人材の活躍が進んでい

ない企業にとっては、採用して活躍

してもらうのが難しいというイメー

ジも

ゴール設定

● 高度外国人材政策の意図の再設定

● ビジョンに近づくコミュニケーショ

ンのあり方を検討、作成

















伴走支援2-1から見えた今後の課題 2-1.政策デザインによる変化を目指したプロセス（技術・人材協力課）

経済社会政策室および技術・人材協力課の伴走支援において、ターゲットを定義したうえで、ユーザーリサーチを行い、新たなコミュ

ニケーション機会を検討しました。一方で次のような課題も見えてきました。
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ユーザー動線と
その課題の解像度を高める

リサーチ

情報・施策
伝え方等の

サービス再設計
実装・検証

再設計されたサービスを具体的に実装して、対

象となる企業に使ってもらい、フィードバック

を得ながら改善していくことで、よりよい政策

へと繋がると考えられる。

今年度は2件のインタビューを通じてユーザー動

線の全体像と特定のステップでの課題を深く理

解することに注力した。ただし、政策フロー全

体における各ステップの課題を抽出するために

は、対象者の数と幅が充分ではないため、今後

より包括的に課題を理解するリサーチの可能性

が考えられる。

今後のリサーチで明らかになる課題を解消する

情報設計、施策検討、伝え方などを再設計をす

る余地があると考えられる。例えば、今年度１

件のインタビュー対象者から、海外人材を採用

するための手続きの分断や煩雑さが課題に挙げ

られており、こうした課題を解決するサービス

設計の可能性として考えられる。





探索～未来を探索する～ 2-2.組織のマインドチェンジ、チームビルディングを目指したプロセス 46

出典：スペキュラティヴ・デザイン（アンソニー・ダン、フィオナ・レイビー著）

私たちのアプローチの最初のプロセ

スは、プロジェクトが思う日本や世界

の様々な未来の姿を探索し、チームメ

ンバーで共有していくことです。

未来のことを想像すると、私たちは

望ましい未来や、起こりそうな未来を

想像しがちです。

しかし、例えばコロナウイルスの流

行に代表されるように、今の社会では

想像し難いような出来事が起きます。

未来を探索するプロセスにおいて私た

ちは起こりうる、または起こってもお

かしくない未来について想像を膨らま

せます。

新しい未来の可能性について広い視

野を持って考えることが、私たちは重

要だと考えています。



創り出したい

新しい事業

創り出したい

未来

世界中で起きている

普通のことではない

面白い事象・体験

いったん

発想を飛ばしてみる

探索～未来を探索する～ 2-2.組織のマインドチェンジ、チームビルディングを目指したプロセス

未来を探索するプロセスにおいて、

まずJAPAN+Dは、世界中で起きている

普通では考えられないような面白い事

象や体験を集めることを始めました。

そして、もしそれらが将来社会に対し

大きな影響力を持ったらどうなるか。

一度発想を大きく飛ばし、未来の姿を

想像、妄想しながら、政策の立案を通

じて創り出したい未来を一緒に考えま

した。

47

STUDIO POLICY DESIGN



社会

技術

経済

環境

政治

金属

ヘルスケア

法務行政

新しい変化を起こしうる兆しの収集 2-2.組織のマインドチェンジ、チームビルディングを目指したプロセス

実際のプロジェクトではデザインア

プローチの伴走支援を行った省内外の

各チームの扱うトピック（金属、ヘル

スケア、法務行政）に関連して、少し

変わった面白いニュースを数多く集め

ました。

情報を収集する際には、社会、技術、

経済、環境、政治と多様な視点でいま

起きている小さな変化や兆しをとらえ

ようと努めました。

社会全体から見ると決して大きな変

化ではありませんが、もし世の中に広

まると無視できないインパクトを持つ

ニュースを収集しました。
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以上、

2033年3月27日、お昼のニュースです。

のニュースについてお伝えします。

がお伝えしました。

10年後の今日のニュース番組を制作 2-2.組織のマインドチェンジ、チームビルディングを目指したプロセス

その後のプロセスでは、いまから10

年後の2032年、2033年のお昼のニュー

スを考えるというグループワークを実

施しました。

収集したこれらの社会変化の兆し。

もしその小さな兆しがこれからの世の

中において大きな影響を持ったら。未

来探索のアプローチでは、そうした仮

説と創造力を発揮し、今ある兆しが今

後の世の中や社会にもたらす可能性を

具体的に想像することで、未来の姿の

イメージを膨らませました。
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問いを起点とした政策づくり①当事者は誰？ 2-2.組織のマインドチェンジ、チームビルディングを目指したプロセス

当事者は誰か？ 予測した未来のシ

ナリオのキーパーソンを想像するワー

クでは、その人の年齢や性別、普段考

えていることや好きなこと、そして普

段の暮らし向きまで様々な角度から人

となりに想像を膨らませました。

また、目に見える人となりや話す言

葉だけではなく、心の中で思っている

ことや理想に掲げていることまで考え

を巡らせました。
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プロ野球選手になるためがむしゃ
らに練習をしたいと思っているが、
プロスポーツ選手の不祥事のニュ
ースをみるにつけ、理想とのギャ
ップがあると感じている。
自分の感情をコントロールできる
ようになって技術だけではない人
の模範になるような選手になりた
いと漠然と思い始めている。

プロスポーツ選手
に憧れている

１つ違いの弟と、
最近よく喧嘩
している

野球に夢中。
エースで4番。
ガキ大将タイプ。

小学校では友達が
多く明るい性格

スポーツ選手の
不祥事に複雑な
気持ちを抱いている

親は、子供が甲子園
に出てくれることを
夢見る熱血オヤジ。

11

歳
(男)

夏野 甲士



10年後
の変化

当事者

問いを起点とした政策づくり②夢を叶える問い 2-2.組織のマインドチェンジ、チームビルディングを目指したプロセス

「当事者は誰？」というワークに続

いて実施したのは、「夢を叶える問

い」です。

未来のシナリオの当事者に対して何

を行うことで、想定した10年後の変化

を起こすことが出来るだろうか？ 用

意したフォーマットに記入しながら、

問いを立てるというスタイルで、新し

い政策立案に必要なエッセンスを考え

ました。
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未来を創る

第一歩の政策

創り出したい

未来

政策が達成する

事象

普通のことではない

面白い事象・体験

当事者像と
夢を叶える問い

人に着目した問いを起点に、
創り出したい未来への第一歩となる政策アイデアを生み出す

問いを起点とした政策づくり③政策アイデア 2-2.組織のマインドチェンジ、チームビルディングを目指したプロセス

創り出したい未来を思い描く。未来

のシナリオの当事者を想像する。まず

解決すべき課題は何なのかを問う。そ

うしたプロセスを経て、最後には実際

の政策アイデアの立案を行いました。

創り出したい大きな未来をすぐに実

現することは難しいため、今回は第一

歩となるアクション・政策の考案にポ

イントを絞りました。
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